
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピント調節レンズを保持した、外周面に雄ヘリコイドを有するレンズ枠；
このレンズ枠の雄ヘリコイドを螺合させる雌ヘリコイドと、この雌ヘリコイドと略同心の
円弧上を被写体距離情報に応じた量だけ回転駆動されるＡＦ駆動レバーとを有するシャッ
タユニット；及び
上記ＡＦ駆動レバーに係合する腕部を有し、組立時のピント調節前は上記ピント調節レン
ズのレンズ枠に対して相対回動可能で、組立調節後に該レンズ枠に固定するリング状結合
部材；
を有するＡＦコンパクトカメラにおいて、
上記レンズ枠に、
前方から上記リング状結合部材を嵌合させる筒状嵌合面と；
この筒状嵌合面の奥部にあって該リング状結合部材の光軸方向位置を規制する当付面と；
レンズ枠を回転させるための調節治具を係合させる周方向に離間した複数の係合部と；
を設け、
上記調節治具に、
上記レンズ枠側の係合部に係合する複数の係合部と；
上記当付面との間に上記リング状結合部材を挟む挟着端面と；
を設けたことを特徴とするＡＦコンパクトカメラの組立時ピント調節機構。
【請求項２】
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　請求項１記載のピント調節機構において、レンズ枠とリング状結合部材とは、調節治具
により、両者の相対回動位置を調節した後接着剤を介して固定されるＡＦコンパクトカメ
ラの組立時ピント調節機構。
【請求項３】
　請求項１または２記載のピント調節機構において、リング状結合部材は、レンズ枠の筒
状嵌合面に密着する弾性を有する不完全環体から構成されているＡＦコンパクトカメラの
組立時ピント調節機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、ＡＦコンパクトカメラの組立時に、ピント調節レンズの光軸方向位置を調節す
るための構造に関する。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】
ＡＦコンパクトカメラは、全体として環状をなすシャッタユニットを有し、このシャッタ
ユニットの中心部の雌ヘリコイドに、ピント調節レンズのレンズ枠の雄ヘリコイドを螺合
させている。このシャッタユニットには、被写体距離情報に応じた量だけ、雌ヘリコイド
と略同心の円弧上を回転駆動されるＡＦ駆動レバーが備えられていて、このＡＦ駆動レバ
ーは、レンズ枠に固定されているリング状結合部材の腕部を介して該レンズ枠と連動する
。このＡＦ駆動レバーは常時は無限遠撮影位置に保持され、シャッタレリーズ時に、被写
体距離情報に応じて駆動される。
【０００３】
このＡＦコンパクトカメラは、組立時にはリング状結合部材とレンズ枠との相対回動がで
きるようにしておいて、シャッタユニットに螺合されているレンズ枠を所定位置（例えば
無限遠撮影位置）に移動（回動）させる。このときＡＦ駆動レバーと（これに係合してい
るリング状結合部材）は、同じ無限遠撮影位置に保持しておき、調節終了後、レンズ枠と
リング状結合部材とを固定（通常接着）する。ズームレンズに適用した場合は、調整用コ
リメータに対応した距離にＡＦレバーをセットして、ズーミング調整を行なう。
【０００４】
この組立時ピント調節を行なうため従来、レンズ枠には、リング状結合部材の光軸方向移
動を規制し、回動のみ可能に支持する環状溝を形成していた。しかし、極限迄の小型化が
進むＡＦコンパクトカメラでは、この環状溝を形成することが困難になる場合がある。
【０００５】
【発明の目的】
本発明は、ＡＦコンパクトカメラについての以上の問題意識に基づき、レンズ枠に、リン
グ状結合部材を回動のみ自在に支持する環状溝を形成することなく、同様の組立時ピント
調節を行なうことができる組立時ピント調節機構を得ることを目的とする。
【０００６】
【発明の概要】
本発明は、ピント調節レンズを保持した、外周面に雄ヘリコイドを有するレンズ枠；この
レンズ枠の雄ヘリコイドを螺合させる雌ヘリコイドと、この雌ヘリコイドと同心の円弧上
を被写体距離情報に応じた量だけ回転駆動されるＡＦ駆動レバーとを有するシャッタユニ
ット；及びＡＦ駆動レバーに係合する腕部を有し、組立時のピント調節前は上記ピント調
節レンズのレンズ枠に対して相対回動可能で、組立調節後に該レンズ枠に固定するリング
状結合部材；を有するＡＦコンパクトカメラにおいて、レンズ枠に、前方からリング状結
合部材を嵌合させる筒状嵌合面と；この筒状嵌合面の奥部にあって該リング状結合部材の
光軸方向位置を規制する当付面と；レンズ枠を回転させるための調節治具を係合させる周
方向に離間した複数の係合部と；を設け、調節治具に、レンズ枠側の係合部に係合する複
数の係合部と；レンズ枠側の当付面との間にリング状結合部材を挟む挟着端面と；を設け
たことを特徴としている。
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【０００７】
レンズ枠とリング状結合部材とは、調節治具によって両者の相対回動位置を調節した後、
固定するが、この固定には接着剤を用いることが好ましい。
また、リング状結合部材は、完全環体としてもよいが、レンズ枠の筒状嵌合面に密着する
弾性を有する不完全環体から構成すれば、仮組立状態でリング状結合部材がレンズ枠から
脱落することがないという利点が得られる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　 を固定したレンズ枠１０には、その外
周面の後部に雄ヘリコイド１２が形成され、前部に、筒状嵌合面１３が形成されている。
この筒状嵌合面１３の奥部には、光軸と直交する平面からなる環状当付面１４が形成され
ている。また、レンズ枠１０の前端面には、周方向に等間隔に離間させて、複数（図示例
では３個）の係合凹部１５が形成されている。
【０００９】
　リング状結合部材２０は、このレンズ枠１０の筒状嵌合面１３に、その前方から嵌合可
能なもので、不連続部２１を有する不完全環体からなっている。このリング状結合部材２
０は、自由状態での径を筒状嵌合面１３の径より若干小さく形成し、嵌合させたとき、そ
の弾性で嵌合面１３に密着し、容易に脱落しないようにすることが好ましい。勿論、筒状
嵌合面１３に対する相対回動は軽い力で行なえるように、その径（弾性）を設定する。こ
のリング状結合部材２０には、半径方向腕部２２が一体に曲折形成されており、この半径
方向腕部２２の先端部には、ＡＦ駆動レバー（ピン）を受け入れる二股部２３が設けられ
ている。この半径方向腕部２２は、リング状結合部材２０の前端面２０ｆより後方（環状
当付面１４側）に位置している。また、このリング状結合部材２０の幅は、環状当付面１
４より前方のレンズ枠１０の軸方向長さと同等以上に設定されて
【００１０】
全体として環状をなすシャッタユニット３０は、ＡＦコンパクトカメラ用レンズ鏡筒のい
ずれかの筒状部材３１（図３）に固定されるもので、中心部に、レンズ枠１０の雄ヘリコ
イド１２を螺合させる雌ヘリコイド３２（同）を有している。また、このシャッタユニッ
ト３０は、雌ヘリコイド３２と略同心の円弧上を被写体距離情報に応じた量だけ回転駆動
されるＡＦ駆動レバー（ピン）３３と、被写体輝度情報に応じて開閉されるシャッタブレ
ード３４を備えている。リング状結合部材２０の二股部２３は、ＡＦ駆動レバー３３に周
方向の遊びなく係合する。
【００１１】
　調節治具４０は、筒状をなし、その一端面に、レンズ枠１０の３個の係合凹部１５に係
合する３個の係合突起４１と、この係合突起４１と係合凹部１５とが係合した状態で、レ
ンズ枠１０の との間にリング状結合部材２０を挟む挟着端面４２とを有し
ている。勿論、係合凹部１５と係合突起４１の凹凸関係は、逆でもよい。
【００１２】
上記構成の本機構の組立時ピント調節は、例えば次のように行なう。シャッタユニット３
０のＡＦ駆動レバー３３を無限遠撮影位置に保持し、レンズ枠１０の雄ヘリコイド１２を
シャッタユニット３０の雌ヘリコイド３２に螺合させ、概略無限遠撮影位置に保持する。
レンズ枠１０の筒状嵌合面１３には、予めリング状結合部材２０を嵌めておき、その半径
方向腕部２２の二股部２３を無限遠撮影位置にあるＡＦ駆動レバー３３に係合させておく
。この状態において、調節治具４０の係合突起４１をレンズ枠１０の係合凹部１５に嵌め
、同時に、その挟着端面４２とレンズ枠１０の環状当付面１４との間に、リング状結合部
材２０を挟着する。つまりリング状結合部材２０の後端面２０ｒと前端面２０ｆをそれぞ
れ環状当付面１４と挟着端面４２に密着させる。この状態では、リング状結合部材２０は
回動はできるが、光軸方向の移動は規制されている。
【００１３】
このセット状態において、ピント状態を見ながら、調節治具４０を使ってレンズ枠１０を
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ピント調節レンズ（フォーカシングレンズ）１１

いる。

環状当付面１４



回動させる。レンズ枠１０は、雄ヘリコイド１２と雌ヘリコイド３２の関係により、回動
しながら光軸方向位置を変えるから、ピント位置が無限遠撮影状態になったとき、調節を
終了する。このレンズ枠１０の回動調節の際には、リング状結合部材２０の二股部２３は
、ＡＦ駆動レバー３３に係合していて、ＡＦ駆動レバー３３は移動しないので、レンズ枠
１０が固定状態のリング状結合部材２０に対して相対回動する。
【００１４】
以上の組立時ピント調節が終了したら、調節治具４０を外し、リング状結合部材２０をレ
ンズ枠１０に接着する。接着剤は、例えば、レンズ枠１０の係合凹部１５とリング状結合
部材２０の半径方向腕部２２の間（図２のＡ部）に付着させることができる。このように
ピント調節終了後、レンズ枠１０とリング状結合部材２０を固定すれば、被写体距離情報
に基づいた量だけＡＦ駆動レバー３３が回動すると、それに応じてレンズ枠１０が回動し
て光軸方向に移動し、常に正しいピントが得られる。
【００１５】
　図４は、従来機構を示している。レンズ枠１０の外周面には、リング状結合部材２０を
光軸方向に移動させることなく回動のみ可能に保持するための保持溝１９が形成されてい
る。 と図４を比較すると、本実施例により、レンズ枠１０の小型化（軸方向長の短縮
）が図られていることが分かる。
【００１６】
以上の実施形態では、シャッタユニット３０を固定する部材を単に筒状部材３１とし、そ
の周辺の構成を示していない。しかし、ＡＦ機構を有するカメラであれば、筒状部材３１
に相当する部材は、必ず存在し、しかも、本発明は、シャッタユニット３０の前後の構成
を問うものではないので、その図示を省略する。
【００１７】
【発明の効果】
本発明によれば、ＡＦコンパクトカメラのピント調節レンズのレンズ枠に、リング状結合
部材を光軸方向に移動させず回動のみ可能に保持する保持溝を形成する必要がないから、
組立時ピント調節機構を小型化できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるＡＦコンパクトカメラの組立時ピント調節機構の実施形態を示す分
解斜視図である。
【図２】同調節治具との関係を示す斜視図である。
【図３】調節治具による調節状態を示す断面図である。
【図４】従来の同種組立時ピント調節機構を示す、図３に対応する断面図である。
【符号の説明】
１０　レンズ枠
１１　ピント調節レンズ
１２　雄ヘリコイド
１３　筒状嵌合面
１４　環状当付面
１５　係合凹部（係合部）
２０　リング状結合部材
２０ｆ　前端面
２０ｒ　後端面
２２　半径方向腕部（腕部）
２３　二股部
３０　シャッタユニット
３２　雌ヘリコイド
３３　ＡＦ駆動レバー
４０　調節治具
４１　係合突起
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図３



４２　挟着端面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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